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ノロウイルスは、少量でも手や指、食品などを介して口から入ると、体の中で増殖し、腹痛やおう吐、

下痢などの食中毒の症状を引き起こします。症状の程度は人によって異なりますが、「予防のための４

つのポイント」は、「持ち込まない」「つけない」「やっつける」「ひろげない」です。 

【ノロウイルスの症状は？】 

感染から発症までの時間（潜伏期間）は 24 時間から 48 時間で、主な症状は吐き気、おう吐、下痢、

腹痛、37℃から38℃の発熱などです。※症状が軽快しても１～２日間は感染力があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※政府広報オンラインより一部引用 

 あけましておめでとうございます。2026 年は午（うま）年です。午年は、「前向きに進んでいく

年」と言われています。子供たち一人ひとりがそれぞれのペースを大切にしながら、心も体も健や

かに成長できる一年となるよう、学校でも健康のサポートに取り組んでまいります。 

今年もご家庭と連携しながら、子どもたちの健康を見守っていきたいと考えております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

11月から増え始め、12月から翌年 1月が発生のピークと言われています。 

ノロウイルスを「持ち込まない」 

① ふだんから感染しないように、丁寧な手洗い

や日々の健康管理を心がける。 

② 腹痛や下痢などの症状があるときは、食品を

直接取り扱う作業をしない。 

 

 

 

 

ノロウイルスを「つけない」 

食品や食器、調理器具などにノロウイルスを付けな

いように、調理などの作業をする前などの「手洗

い」をしっかりと行いましょう。 

 

 

 

 

 

ノロウイルスを「やっつける」 

食品に付着したノロウイルスを死滅させるために

は、中心温度85℃から90℃、90秒以上の加熱

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

ノロウイルスを「ひろげない」 

ノロウイルスが身近で発生したときには、ノロ

ウイルスの感染を広げないために食器や環境な

どの消毒を徹底すること、また、おう吐物など

の処理の際に二次感染しないように対策をする

ことが重要です。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症のお知らせ 以下の報告がありました。 

・インフルエンザ  ・水痘（水ぼうそう） ・溶連菌感染症 

 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

ペコリ 


